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研究成果概要 
レーザー伸縮計、および超伝導重力計によって、７年間にわたる観測データが蓄積さ

れた。地球の自由振動に関しては、最近発生した巨大地震として 2010 年 2 月末のチリ

地震（Mw8.8）、および昨年 3 月 11 日の東北太平洋沖地震（東日本大震災、Mw9.0）が

ある。後者は 2004 年末のスマトラ・アンダマン地震（Mw9.1）に次ぐ大地震であり、慎

重な解析を進めている。 
 東北太平洋沖地震発生の際の coseismic な重力変化検出を試みた。この点については

残念ながら地震時の強い揺れにより重力計に機械的な跳びが生じており、正確な変化量

を求めることが困難であった。神岡坑内では地震前の絶対重力測定の結果があり、今後

の絶対測定の結果を待ち地震前後の重力変化を求めたい。自由振動の解析においても、

非常に多数の余震と誘発地震の発生があり、長期間のデータを用いての解析が困難な面

があった。余震の少ない時期を選び出して重力計データを解析した結果、0S0 と呼ばれ

る周期約 20.5 分の振動が５月中旬まで検出されている。神岡での重力観測データは IAG
傘下の GGP プロジェクトとしてデータを公開しており、国際的に貢献している。 
レーザー伸縮計のデータに関しては、M6-M7 クラスの地震に伴う地殻変動（ひずみス

テップ）の解析を進めた。レーザー伸縮計は 10-10 までの微少なひずみ変化が検出可能な

ため、海域地震・深発地震など遠方のイベントが観測可能である。2004-2008 年に観測

された M6-M7 クラスの地震に伴うひずみステップを解析し、従来観測から予想される

理論値と比較した。その結果、レーザー伸縮計の観測により測地学的に地震モーメント

を正確に決定できることを示した。 
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